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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　UINFIO］i＞ff　OBSERVATORY，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JOHANNESBURG，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4th　Apriユ，　Ig2S．

？rofesser　lssei　Yamamoto，

　　　University　Observatory，

　　　KYOTO，　JAPAN．
，Dear　Colleague，

　　As工have　not　h鐸rd　from　you　since　I　saw　you　at　the　Railway　Station　at　Leiden，

’1　fear　you　have　not　．been　able　to　return　to　Japan　via　Johannesburg．

　　You　said　1　might　write　you　about　things，　so　1　do　so　now　to　reeommend　that　the

∫apanese　Observatorles（or　good　amateurs　with　precise．　ti皿e）should　regularly　undertake

lthe　observation　of　occtTltatlons　of　stars　by　the　Moori－disappearances　before　full　Moon－

lreappearances　after．Full　Moon．

　　±My　discussion　gf　all　the　occultations　observed　in　l　g23　（which　wi］1　reacb　you　in

print　very　soon）　shows　that　occultati－ons　a£ford　very　strong　determinations　of　［he　Moon’s

position．　Observations　£rom　your　longitudes　are　entirely　lacking．

　　For　reappearances　at　the　dark　edge　afteg　Full　Moon，　Predictions　are　necessary，

b浮煤@for　any　given　observatory，　it　is　ea＄y　to　compute　tables　which　by　a　short　co皿putatiQn

give　these　within　40　seconds　of　time．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　am，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dear　Colleague．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yours　faithfully，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Signed）　R．　T．　A．　lnnes，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　UNION　ASTRONOMER．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ’ヨハネスバーグ・コ・ニナン天丈es［：て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1925年四月四日。

京都大霜天丈蔓　山本一清数授殿。

　　ライデンの汽車ステτションで御別れしてから私に何も御沙汰に接しまぜんので、

貴君ば日本への．御昂りにツヨハネスバ1グな御通．りにならなかつナこのかざ心配してゐ

ます。

　　あの節、私ば貴君へいろいろ手紙為差上げる筈でありましずこのでs今こ㌧に一筆

．申上げ、日本の天文壷［i（又ば精確な時刻な持つならアマチュアでも）月による星の掩　　三

蔽な仕事［：して號測して頂きずこい思ひますQ一即ち浦月前ならば滑失た、満月後なら　　八

ば嵩現な。

　　1923年度に観測され六纏ての掩蔽な私が硯究し7；（之れに近い内に印試して御逡

りします）のによりますε、掩蔽は月の位置准決定すろのに．頗る有力であります。し

かし貴君の経度からの魏測が全く欠けてゐます。

　　満月後の暗黒端から星の出現奄見るにに回報が必要ですが、しかし何の天丈皇で

でも容易に表なご作り、それによって簡軍に40秒時以内の豫報が得られます。敬具O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R．T．　A．インネス（署名）
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笂
囓

　
　
注
意
　
原
稿
に
総
て
二
十
字
づ
め
の
原
稿
用
紙

　
　
　
　
　
に
願
ひ
ま
す
（
編
輯
部
）

質
問
の
轟

　
（
七
）
　
反
射
野
営
鏡
に
關
す
ろ
良
妊
な
ろ
塗
考
書

替
御
知
ら
ぜ
下
さ
い
。
（
但
し
邦
丈
又
に
英
丈
）

（
擁
護
髭
）

　
（
八
）
「
天
界
」
第
一
谷
第
一
ご
一
〇
ぺ
ー
ツ
を
見
ろ

亡
短
週
期
攣
光
星
に
匡
、
ア
ル
ゴ
ー
レ
墨
書
琴
座
べ

星
型
亡
セ
ブ
エ
ウ
ス
座
デ
星
型
亡
三
種
あ
ろ
ビ
載
っ

て
ゐ
ま
す
の
に
、
4
7
月
號
の
薪
乙
張
天
文
暦
表
の
攣

光
星
欄
に
琴
の
べ
星
が
ア
ル
ゴ
ー
ル
型
に
入
れ
て
あ

る
の
ば
何
故
で
す
か
。
（
一
考
生
）

解
答
の
部

　
（
一
）
　
私
共
の
経
験
で
に
、
三
吋
屈
折
で
最
少
三

十
ご
位
で
に
よ
く
見
え
ま
ぜ
ん
で
し
六
、
又
手
製
の

入
吋
反
射
で
入
十
倍
で
、
見
え
る
位
で
す
か
ら

ご
吋
の
八
倍
で
に
，
土
星
の
輪
ば
見
え
な
い
吐
気
ひ

ま
す
が
よ
ほ
こ
目
の
よ
い
人
に
、
如
何
か
亡
思
ひ
ま

す
。
（
高
槻
）

　
（
二
）
我
が
太
陽
系
ば
も
定
球
駅
の
瓦
斯
鵬
で
あ

っ
た
の
が
冷
却
牧
縮
す
う
に
從
っ
て
回
韓
速
度
か
槍

し
赤
道
に
あ
れ
る
方
量
に
土
星
の
輪
の
如
き
も
の
が

出
來
て
そ
れ
が
次
ぎ
一
分
離
し
て
遊
星
定
環
つ
象

書
い
ふ
の
ラ
プ
ラ
ス
星
日
読
の
梗
概
で
あ
る
。
け
れ
、

ご
も
小
遊
星
の
軌
蓮
面
に
そ
の
傾
き
の
他
の
諸
蒋
星

の
そ
れ
亡
甚
だ
し
く
ち
が
つ
雲
も
の
㌔
あ
る
事
、
同

じ
く
小
遊
星
の
楕
圓
軌
道
に
離
心
寧
の
非
常
に
大
き

い
も
の
、
あ
る
こ
ビ
、
木
星
、
土
星
、
天
王
星
、
海

王
星
の
衛
星
に
軌
道
の
傾
斜
が
・
九
十
度
以
上
の
も
の

が
あ
ろ
こ
定
即
ち
溢
行
蓮
動
奄
し
て
み
る
も
の
㌧
あ

る
事
、
こ
れ
等
の
享
項
に
ラ
プ
ラ
ス
の
星
雲
説
で
に

説
明
出
身
が
会
い
も
の
で
あ
る
。
ラ
プ
ラ
ス
の
星
雲

観
に
そ
の
重
心
貼
に
於
い
て
過
去
の
も
の
で
あ
る
。

小
學
校
中
等
墨
校
に
於
て
太
陽
系
の
成
因
に
留
れ
ん

均
す
る
な
ら
ば
次
ぎ
の
如
き
概
念
な
與
へ
糞
ら
良
か

ら
う
。

　
太
陽
系
に
も
亡
無
数
の
小
流
星
膿
ビ
瓦
斯
駿
定
か

ら
な
っ
て
ゐ
糞
。
そ
れ
等
が
相
互
の
引
力
に
よ
っ
て

牽
引
、
衝
突
、
干
渉
、
集
合
す
ろ
内
に
そ
れ
等
が
引

力
の
統
制
々
う
け
て
太
陽
の
如
き
大
な
角
集
合
物
、

遊
星
の
如
き
小
な
ろ
集
合
物
た
成
し
、
そ
れ
等
が
全

燈
ご
し
て
渾
一
の
調
和
ぜ
ろ
規
律
あ
る
今
日
の
太
陽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
　
〇
　
〇
　
Q
　
O
　
O

羅
馬
な
つ
六
の
で
あ
る
。
つ
ま
噂
萬
有
引
力
の
調
和

ビ
い
ふ
こ
ε
を
太
陽
系
の
．
成
因
に
す
る
の
で
あ
ろ
。

（
新
城
三
士
著
天
文
大
仁
に
よ
ろ
）
（
ハ
ル
ミ
）

　
（
三
）
現
今
で
匡
ラ
プ
ラ
ー
ス
の
星
雲
説
に
、
改

訂
し
な
く
て
ば
、
行
な
亘
れ
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し

糞
O
あ
の
説
で
に
解
け
な
い
、
薪
ら
し
い
事
が
段
々

に
嚢
見
さ
れ
て
來
六
爲
に
で
す
。

　
そ
の
中
二
三
を
書
き
ま
す
マ
」
、

　
太
陽
系
の
外
部
に
あ
り
ま
す
、
天
王
星
、
海
王
星

　
の
衛
星
が
送
に
公
韓
を
し
て
居
る
こ
ぜ
、

　
　
入
九
八
年
に
ピ
ケ
リ
ン
グ
の
獲
見
し
象
土
星
の

　
衛
星
も
亦
青
し
で
あ
り
、
又
土
星
の
輪
ば
瓦
斯
で

　
ば
無
く
て
、
微
細
な
星
塵
で
あ
ろ
こ
定
、

　
其
の
外
に
冷
却
し
つ
』
あ
る
廻
幣
瓦
斯
團
の
力
學

　
的
方
法
な
ど
で
解
け
な
か
つ
六
り
し
ま
す
。

そ
れ
で
、
そ
の
後
に
チ
ヤ
ン
バ
0
ン
、
モ
ー
ル
不
ン

繭
…
氏
の
加
微
暴
説
、
ツ
ー
ン
ス
の
咄
進
化
説
、
な
ぜ
」
が
”
あ

り
ま
し
て
、
最
近
で
に
、
新
城
博
士
の
流
星
説
が
賜

ま
し
六
、

　
私
共
の
見
る
所
の
恒
星
の
申
に
に
、
我
が
太
陽
系

の
如
く
に
、
中
心
に
一
個
の
大
星
を
持
つ
も
の
オ
、

二
三
個
の
大
星
か
ら
な
ろ
連
星
ぜ
が
あ
り
ま
す
、
そ

れ
で
恒
星
の
全
部
が
太
陽
系
の
様
な
、
進
化
の
過
程

士
経
な
い
ぜ
云
ふ
こ
定
に
何
か
少
し
の
数
量
的
の
差

で
あ
る
、
ミ
云
ふ
考
え
な
纂
礎
亡
ぜ
ら
れ
て
新
城
博

々
ば
、
軍
星
も
、
連
星
も
も
亡
ば
流
星
の
集
團
で
あ

っ
糞
、
そ
れ
が
、
蓮
力
の
作
用
亡
輻
射
の
爲
に
冷
却

し
だ
し
て
四
一
す
ろ
定
、
初
め
に
徐
々
に
襯
韓
し
て

い
れ
も
の
が
、
段
々
に
そ
の
廻
韓
が
遽
く
な
ろ
、
そ

の
結
果
濯
う
も
の
に
、
蓮
星
亡
な
り
、
速
星
ぐ
」
な

り
、
叉
生
動
量
の
小
さ
い
も
の
が
太
陽
系
の
様
な
翠

星
ぜ
な
ろ
、
そ
れ
で
そ
の
流
星
の
幾
何
か
ば
取
り
残

さ
れ
て
、
所
々
に
小
さ
い
集
團
な
作
り
、
そ
れ
か
ら

惑
星
が
出
來
、
又
流
星
、
彗
星
、
流
星
群
が
出
來

ろ
、
こ
れ
が
我
が
太
陽
系
で
あ
る
、

茄
の
説
に
、
一
九
二
三
年
、
濠
州
の
大
英
天
丈
墨
會

濠
州
支
部
で
始
め
て
獲
表
さ
れ
六
も
の
で
す
（
高
槻
）

　
（
五
）
　
太
陽
匡
地
球
秘
初
め
其
他
の
遊
星
、
彗
星

等
全
員
秘
引
具
し
て
、
此
項
毎
夜
天
頂
附
近
に
輝
い

て
み
ろ
織
女
星
へ
七
っ
て
毎
秒
二
十
粁
の
遽
度
で
進

行
し
て
ゐ
ま
す
。
然
し
そ
れ
匡
公
判
ε
匡
云
ば
れ
ま

ぜ
ん
Q
若
し
「
天
界
」
の
蕪
號
た
御
持
ち
で
す
亡
、
第

一
巻
や
ω
P
℃
．
い
n
・
第
二
巻
℃
』
P
や
ひ
凱
．
纂
四
巻
》
。
。
轟
り

℃
り
ω
ぷ
等
准
塗
照
さ
れ
ろ
亡
よ
い
で
ぜ
う
。

　
（
六
）
ト
ソ
ミ
ー
系
統
や
チ
水
の
修
正
説
で
匡
地
球

の
週
園
た
太
陽
が
、
地
動
説
で
ぱ
太
陽
の
週
園
為
地

球
が
各
一
無
々
週
期
定
し
て
廻
櫨
す
る
の
で
す
か
ら

地
球
上
の
即
夜
交
代
の
親
明
ば
地
球
の
自
性
に
待
表

ね
ば
な
り
ま
ぜ
ん
。
郎
ち
チ
ホ
匡
地
球
の
地
韓
々
認

め
て
ゐ
象
の
で
す
。
（
ミ
驚
き
）

三
九


